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HEVで l台7kg, EVで l台30kg程度が必
要であり，実際はかなりの割合を占めている
ガラス製造などへの用途や，電力貯蔵用の定
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図1 二次電池用イオン液体電解質に用いられるイオン・（a)1,3-dialkylimidazolium, (b) N,N-dialkylpyrrolidin山m,
( c)N alkylpyridinium , ( d)tetraalkylammonium , ( e)tetraalkylphosphonium , （ηtetrafluoroborate , (g) 
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流密度 0.1(or -0.1) mA cm -2で金属リチウ
































チウムを 0.8C cm-2分電析した後， 0.2C cm-2分の析出と
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Na[FSA]-[C2C1im][FSA］イオン液体（30 70 in mol)のサイ
クリックボルタモグラム．作用極： Cu（カソー ド方向），
Al（アノード方向），ガラス状炭素（GC）（アノー ド方向）．
走査速度・ 5mVs1 温度： 25℃1)
図5図4 Na[FSAJ-[C2C1im][FSAJ二元系状態図II). T，：融解開始温















(30 : 70 （モル比）を電解液として，電流密度





















[FSA］系は 30: 70 （モル比）の組成比で， 25°C
において 5.4mS cm一1, 90°Cで31mS cm一lと
いう値を持つ．有機溶媒系電解液である
NaC104-PC系は 25°Cで，最大でも 5.2mS







[FSA] (30 : 70（モル比））のカソードリミット
（還元耐性）とアノードリミット（酸化耐性）を
室温で調べた結果を示す．アノードリミット
はグラッシーカーボン上で 5.2V vs. Na＋小fa
付近であるが，正極集電体として利用される
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図6 サイク リックボノレタモグラムを用いたい）Na[TFSAJ [C2C1iml[TFSA] (IO 90 ini mo！）と （b)Na[FSAJ [C2C1im][FSAJ 
( 10 90 in moll中における金属ナトリウムの析出溶解挙動 走査速度 5 mV s-1 温度 25℃25)





























図 7 (A) [C2C1iml[FSA], (B) [C2C1im][TFSA], (C) Na[FSA] 
[C2C1im] [FSA](IO 90 in moll , (D)Na[TFSA]-
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